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図

モンコルの
衝 撃

ー
モ
ン
ゴ

ノミ

鴎
ウ
イ
グ
ル
字
の
導
入
と
利
用

モ
ン
ゴ
ル
が
事
国
支
配
の
た
め
拡
使
用
し
た
文
字
と
し
て
は
、
い

わ
ゆ
る
パ
ス
パ
字
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
が
初
め
て
支

配
手
投
と
し
て
採
用
し
た
文
字
は
、
天
山
山
駅
東
部
地
方
に
拠
る
ウ

イ
グ
ル
王
国
で
用
い
ら
れ
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
字
で
あ
っ
た
。

一
二

O
四
年
、
チ
ン
ギ
ス
H
カ
ン
は
ア
ル
タ
イ
山
脈
に
拠
る
ナ
イ

マ
ン
留
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
際
に
捕
ら
え
た
ウ
イ
グ
ル
入
タ
タ
ト
ン
ガ

を
通
じ
て
、
ウ
イ
グ
ル
字
記
よ
る
文
欝
記
録
や
印
章
の
利
用
な
ど
の

文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
ウ
イ
グ
ル
王
冨
自
体
が

臨
を
挙
げ
て
モ
ン
ゴ
ル
に
投
降
し
、
多
数
の
ウ
イ
グ
ル
入
が
政
府
の

ど
チ
ク
チ
(
欝
記
官
)
や
チ
ン
ギ
ス
家
の
子
弟
の
家
護
教
師
に
採
用

さ
れ
た
結
果
、
帯
圏
中
軽
部
の
文
欝
行
政
は
専
ら
ウ
イ
グ
ル
字
に
よ

松
井

太
(
ま
つ
い

だ
L 、

っ
て
行
わ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
支
配
脇
細
川
札
お
げ
る
命
令
伝
達
に
も
ウ
イ

グ
ル
字
文
書
が
用
い
ら
れ
、
チ
ン
ギ
ス
が
定
め
た
寸
ヤ
ザ
ふ
と
呼
ば

れ
る
法
令
も
ウ
イ
グ
ル
字
で
欝
き
残
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
校
世
界
史
教
科
書
の
寸
モ
ン
ゴ
ル
が
笹
服
地
域
に

お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
語
を
公
用
語
と
し
た
L

と
い
う
記
述
は
、
し
ば
し

ば
被
征
服
者
が
モ
ン
ゴ
ル
語
を
強
制
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
誤
解
を
招

く
。
し
か
し
実
際
に
は
、
遊
牧
モ
ン
ゴ
ル
支
配
賭
の
多
く
が
モ
ン
ゴ

ル
語
以
外
の
諸
語
を
解
き
な
い
と
い
う
事
慣
に
対
応
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
支
配
璃
が
モ
ン
ゴ
ル
語
で
発
し
た
命
令
は
、
文
寄
生
さ
れ
て
倍

違
・
公
布
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
例
え
ば
中
間
方
面
な
ら
漢
語
、
イ
ス

ラ
i
ム
菌
な
ら
ア
ラ
ど
ア
字
ペ
ル
シ
ア
語
と
い
う
よ
う
に
現
地
語
に

翻
訳
さ
れ
た
。
必
然
的
に
、
一
行
政
機
構
内
で
は
モ
ン
ゴ
ル
一
時
間
と
現
地



一
時
間
と
を
通
訳
す
る
技
能
が
重
視
さ
れ
、
帝
冨
の
東
西
を
問
わ
ず
モ
ン

ゴ
ル
語
会
話
と
ウ
イ
グ
ル
字
欝
写
術
と
を
瞥
得
し
た
現
地
民
が
通
訳

賓
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
中
・
下
麗
民
の
出
身
で
あ

り
、
中
国
土
大
夫
や
ム
ス
リ
ム
学
識
者
(
ウ
ラ
マ

i
)
な
ど
伝
統
文

化
に
こ
だ
わ
る
由
来
の
知
識
人
層
に
代
わ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
為
政
者
の

要
求
に
応
え
、
高
詮
高
官
に
昇
進
す
る
者
も
現
れ
た
。
ウ
イ
グ
ル
字

モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
公
用
北
」
は
、
社
会
の
底
辺
に
あ
っ
た
人
々
に
新

た
に
立
身
出
世
の
足
が
か
り
を
与
え
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

自
パ
ス
パ

の
制
定

第
五
代
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
ク
ピ
ラ
イ
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
僧
パ
ス
パ
に
命

じ
て
「
蒙
古
新
字
L

を
餅
製
き
せ
、
二
一
六
九
年
に
こ
れ
を
寸
国

字
L

に
制
定
し
た
。
こ
れ
以
降
の
元
代
史
料
中
の
「
繋
吉
字
L

な
い

し
「
国
字
L

こ
そ
が
、
今
日
パ
ス
パ
字
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

パ
ス
パ
学
制
定
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
モ
ン
ゴ
ル
が
独
自

の
文
字
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
ク
ピ
ラ
イ
が
劣
等
惑
を
抱
い
た
か

ら
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
は
パ
ス
パ

学
制
定
前
後
に
ク
ピ
ラ
イ
が
怒
識
の
勢
い
で
推
進
し
つ
つ
あ
っ
た

£
釈
国
家
建
設
政
策
L

を
お
し
眺
め
て
再
考
す
る
必
要
が
る
る
。
す

な
わ
ち
パ
ス
パ
学
制
定
一
一
年
前
こ
に
は
大
番
の
建
設
、

六
七
)

そ
の
翠
年
(
六
八
)
拡
は
南
京
接
収
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
パ
ス

パ
学
制
定
の
盟
年
二
…
一
七

O
)
に
は
各
諸
王
家
も
含
め
た
文
書
行

政
の
統
一
・
定
式
化
が
指
示
容
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
(
一

二
七
こ
に
新
開
号
「
大
元
」
を
採
用
し
た
こ
と
は
男
知
の
通
り
で

あ
る
。
パ
ス
パ
字
制
定
は
こ
れ
ら
の
新
政
策
連
発
時
期
の
ま
さ
に
中

間
に
な
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
ク
ピ
ラ
イ
の
「
新
菌
家
建
設
政

築
L

の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
導
入
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経

て
帝
器
全
域
拡
浸
透
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
学
に
代
え
、
ク
ピ
ラ
イ
が

あ
え
て
パ
ス
パ
字
を
創
製
・
制
定
し
た
の
は
、
制
定
す
る
こ
と
自
体

に
新
国
家
建
設
の
決
意
・
表
明
と
い
う
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

冨
パ
ス
パ
字
の
普
及
状
況

現
存
す
る
パ
ス
パ
学
モ
ン
ゴ
ル
語
資
料
の
多
く
は
、
皇
帯
・

パ
イ
ザ

族
・
将
相
が
発
し
た
免
税
特
許
命
令
や
官
印
・
牌
子
(
身
分
証
)
な

ど
政
治
的
資
料
が
大
多
数
を
占
め
、
民
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
契
約

文
書
な
ど
は
確
認
容
れ
て
い
な
い
。
実
際
の
費
用
と
は
無
関
係
に
政

治
的
意
図
を
も
っ
て
創
製
さ
れ
た
以
上
、
こ
の
よ
う
に
政
治
的
な
も

の
に
備
っ
て
遺
存
す
る
の
も
当
然
で
は
あ
る
。

ま
た
政
蹄
と
し
て
も
、
パ
ス
パ
字
の
普
及
に
本
格
的
に
カ
を
入
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ク
ピ
ラ
イ
が
パ
ス
パ
字
制
定
の
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際
に
発
し
た
詔
勅
で
は
、
パ
ス
パ
字
使
用
は
寸
璽
書
L

つ
ま
り
皇
帝

の
発
す
る
文
書
に
限
定
し
、
そ
の
他
の
公
文
書
は
従
来
通
り
と
さ
れ

て
い
る
。
元
政
権
の
モ
ン
ゴ
ル
語
公
文
書
に
つ
い
て
パ
ス
パ
字
の
使

用
が
徹
底
さ
れ
た
の
は
制
定
か
ら
約
十
五
年
を
経
た
一
二
八
四
年
頃

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
政
府
内
部
で
す
ら
、
パ
ス
パ
字
使
用
が
ど

れ
ほ
ど
徹
底
さ
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
当
時
の
史
料
中
に
は

「
パ
ス
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
語
で
書
く
べ
き
文
書
な
の
に
、
実
際
に
は
パ

ス
パ
字
で
漢
語
を
音
写
し
て
い
る
上
、
誤
字
ま
で
あ
る
L

寸
漢
人
官

吏
は
パ
ス
パ
字
を
学
習
し
よ
う
と
せ
ず
、
学
習
す
る
の
は
ウ
イ
グ
ル

人
や
ム
ス
リ
ム
ば
か
り
だ
L

な
ど
、
パ
ス
パ
字
が
普
及
し
な
い
ゆ
え

の
問
題
・
対
策
が
し
き
り
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
王
家

が
発
行
し
た
パ
ス
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
語
免
税
特
許
状
で
は
、
本
来
左
か

ら
右
へ
行
を
進
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
漢
文
と
同
じ
く
右
か
ら
左
へ
行

を
進
め
て
お
り
「
正
し
い
パ
ス
パ
字
の
使
い
方
」
の
不
徹
底
ぶ
り
を

表
し
て
い
る
。
現
在
確
認
さ
れ
る
限
り
で
は
、
制
定
者
ク
ピ
ラ
イ
自

お

ぎ

よ

〈

U

身
が
発
行
し
た
命
令
文
書
で
も
、
そ
こ
に
捺
さ
れ
た
玉
璽
の
印
文
は

パ
ス
パ
字
で
は
な
く
寸
御
前
之
宝
L

と
い
う
漢
字
で
あ
り
(
図
1
)
、

そ
の
後
の
歴
代
皇
帝
も
こ
の
漢
字
玉
璽
を
襲
用
し
た
。
ジ
ョ
チ
・
チ

ャ
ガ
タ
イ
・
ブ
レ
グ
の
西
方
三
王
家
は
も
と
よ
り
、
元
治
下
で
も
中

央
政
府
に
直
属
し
な
い
諸
王
家
の
多
く
は
、
依
然
と
し
て
ウ
イ
グ
ル

字
に
よ
っ
て
種
々
の
文
書

を
発
行
し
続
げ
た
。
こ
れ

は
現
代
の
縦
書
き
「
モ
ン

ゴ
ル
字
」
が
ウ
イ
グ
ル
字

を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
示
さ
れ
る
。

-
パ
ス
パ
字
の
意
外
な
伝
播

と
は
い
え
、
パ
ス
パ
字

は
ほ
と
ん
ど
普
及
し
な
か

の・
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図1 クピライ発行命令文書の現物(前半部)。パスパ

字の基礎となったチベット字は横書きだが、パスパ字

はウイグル字と同じく縦書きで左から右へ行が進む。
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っ
た
と
単
純
に
割
り
切
れ

h'

る
わ
げ
で
も
な
い
白
元
代
中
国
で
私
信
の
末
尾
に
用
い
ら
れ
た
封
印

に
は
パ
ス
パ
字
印
文
を
用
い
た
も
の
が
多
数
現
存
し
て
い
る
(
図

2
)
。
目
を
遠
く
西
方
に
転
じ
れ
ば
、
十
四
世
紀
後
半
の
チ
ャ
ガ
タ

イ
家
当
主
は
パ
ス
パ
字
ト
ル
コ
語
の
公
印
を
用
い
て
い
た
し
、
ブ
レ

グ
家
の
有
力
将
軍
も
パ
ス
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
語
公
印
を
使
用
し
て
い
た

例
が
残
る
。
ま
た
ウ
イ
グ
ル
王
国
の
中
心
地
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
か

ら
は
少
数
な
が
ら
パ
ス
パ
字
の
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ト
ル
コ
語
文
献
が
出

土
し
て
い
る
。
中
に
は
パ
ス
パ
字
に
ウ
イ
グ
ル
字
で
寸
ル
ビ
L

を
ふ

ウ
イ
グ
ル
人
が
熱
心
に
パ
ス
パ
字
を
学
習
す

っ
た
文
字
表
も
あ
り
、



る
さ
ま
を
訪
仰
と
さ
せ
る
。
十
五
世
紀
の
ペ
ル
シ
ア
語
写
本
『
奇
跡

の
集
成
』
に
残
る
一
節
の
パ
ス
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
語
(
図
3
)
も
興
味

深
い
。
内
容
は
、
ク
ビ
ラ
イ
が
臨
終
に
際
し
て
子
孫
に
説
い
た
帝
国

統
治
の
心
構
え
で
あ
る
。
英
主
ク
ビ
ラ
イ
の
「
遺
訓
」
が
パ
ス
パ
字

モ
ン
ゴ
ル
語
で
記
録
さ
れ
て
各
地
の
モ
ン
ゴ
ル
政
権
に
届
け
ら
れ
、

後
代
に
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
パ
ス
パ
字
は
図
像
的
モ
テ
ィ

l
ブ
・
意
匠
と
し
て
も
用
い

ら
れ
た
。
十
四
世
紀
イ
タ
リ

ア
H
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
ジ

ヨ
ッ
ト
は
パ
ス
パ
字
を
図
像

化
し
た
紋
様
を
頻
繁
に
用
い

た
。
ジ
ヨ
ッ
ト
の
パ
ト
ロ
ン

領あ

細

雪国
図E 元イ守何重刀/てス/て

字妻すE日。中l"'flのものはパ

スパ字gjで「記」を表す。

右下は持ち主の姓「陳J

に続けてパスパ字gjが

~I位れる。

園亀
園

図3 r;奇踊奴湯読むにみえるクピライの

『遭司IlJ。パスパ字モンゴル文に続きウイ

グル字トルコ語訳が記されている。横書

きなのはペルシア語にあわせたため。

だ
っ
た
当
時
の
イ
タ
リ
ア
商
人
に
と
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
の
東
方

は
重
要
な
市
場
で
あ
り
、
そ
の
東
方
の
象
徴
と
し
て
ジ
ヨ
ッ
ト
は
パ

ス
パ
字
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
同
様
の
例
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土

ウ
イ
グ
ル
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
に
捺
さ
れ
た
パ
ス
パ
字
公
印
に
も

み
え
る
。
そ
れ
ら
の
印
文
の
多
く
は
「
幸
い
な
る
し
と
い
う
ト
ル
コ

語
の
吉
祥
句
で
あ
る
が
、
中
に
は
字
形
を
相
当
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た

結
果
、
パ
ス
パ
字
と
し
て
読
め
な
い
も
の
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
ク
ピ
ラ
イ
の
意
図
が
パ
ス
パ
字
の
制
定
そ
れ
自
体
に
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
用
法
も
う
な
ず
け
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
ク
ピ
ラ
イ
は
パ
ス
パ
字
制
定
と
同
時
期
に
行
政
文
書
の
定
型
化

を
進
め
た
が
、
そ
れ
は
使
用
語
棄
・
ー書
式
の
み
な
ら
ず
捺
印
方
法
に

ま
で
及
び
、
文
書
を
受
付
取
る
官
吏
・
人
民
へ
の
視
覚
的
な
効
果
を

狙
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。
つ
ま
り
パ
ス
パ
字
も
「
見
せ
る
た
め
L

の
文

字
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
見
た
」
人
々
は
、
読
め
る
・
読
め
な
い
に
関

係
な
く
、
制
定
者
ク
ピ
ラ
イ
と
そ
の
後
継
者
た
る
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
の

権
威
を
感
じ
と
っ
た
に
違
い
な
い
。
ジ
ヨ
ッ
ト
や
中
央
ア
ジ
ア
住
民

が
用
い
た
「
パ
ス
パ
字
ま
が
い
」
の
紋
様
も
、
空
前
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
交
流
を
現
出
す
る
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
と
の
つ
な
が
り
を
誇
ろ
う
と
し

た
一
種
の
「
偽
ロ
ゴ
マ

l
ク
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
弘
前
大
学
・
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
)
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